
 

 

ペア・スクランブルゴルフ 

【競技方法】 

平成30年12月10日 

本厚木カンツリークラブ 

 

◆ティーショット～ 

プレーヤーＡ、Ｂそれぞれがティーショットを打つ。セカンドショット以降はその中

からベストポジションと判断したボールを選択し、その地点から２人が打つ（選択さ

れなかったボールは速やかにピックアップする）。これをカップインまで繰り返す。 

※先の打順のプレーヤーのショットまたはパットがカップインした時点でスコアは

確定します。 

※ゲーム中プレースされた球はアドレスをした時点でインプレーとなります。 

 

１．ティーショットの制限 

ティーショットでは18ホール中、１人最低６ホールのティーショットを選択(採用)し

なければならなりません。 

但し、棄権などにより１チーム１名の場合はこの条件は適用しない。また、ホールア

ウトの時点でこの条件をクリアできないときは１ホールにつき２罰打となります。 

・欠場していたパートナーはホールとホール間では自分のパートナーに加わることがで

きますが１ホールのプレー中に加わることはできません。 

 

 ２．セカンドショット 

・打順はチーム内で自由に決めることができ、ティーショットからグリーンまで１人１

回ずつボールを打ちます。セカンドショット以降はベストポジションと思われるボー

ルを１つ選択し(このとき、必ず相手チームに分かるように選択するボールをコールし

てください)、ティーペグでマークをし、それ以外のボールは速やかにピックアップし

てください。選択したボールと同じ表面（ライ）を持つ箇所で、マークからホールに

近づかない6インチ以内（ラフ、ファエウェイを問わない）にボールをプレースして打

ち、2人がこれを繰り返します。なお、マークは最後の1人が打つまで取り除くことが

できません。(ボールは拭くことができます) 

 

３．バンカー内の処理 

・バンカー内のボールを選択した場合、マークをすれば砂を均してから打つことができ

ます。また、１人打つごとに砂を均してプレースしてください。 

 

 

 



 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 OUT

男子 390 333 401 169 407 505 140 395 524 3,264

女子 349 293 376 134 328 433 123 326 484 2,846

4 4 4 3 4 5 3 4 5 36
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４．グリーン上の処理 

・グリーン上においても採用するボールを１つ選択し、マークした上でホールに近づか

ず選択したボールに近い位置にプレースします。全員がボールを順に打ち、チーム内

の誰か１人がカップインした時点でそのホールのスコアは確定します。なお、ボール

マークは最後の１人が打つまで取り除くことができません。 

 

◆スコアカードの提出 

・どちらのティーショットを選択(採用)したか、スコアカードのプレーヤーＡ、Ｂいず

れの欄にも〇印が最低６個は記入されていなければいけません。マーカーサインとプ

レーヤーサインはチームの一人の署名があればチームスコアとして認められます。集

計所はエリア方式ですのでエリア内であればスコアの訂正ができます。 

 

◆順位の決定 

・スクラッチでのチームスコアがタイとなった場合の順位決定は、マッチングスコアカード方式に

よって決定します。 

・ダブルペリアの同ネットによる順位決定は、ローハンデ、年齢（年齢合計の高いチームが上位)

により決定します。 

※6ホールのティーショット条件がクリアできずペナルティが発生したチームについてはダブル

ペリアの入賞対象外となります。 

・悪天候等により、全員のプレーが完了できないと委員会が判断した場合には、9ホールにて競技

終了とする場合があります。 

 

【ヤーデージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※A・Bはプレーヤー氏名 ティーショットを採用したホールに〇を付けます 

 

 
10 11 12 13 14 15 16 17 18 IN TOTAL

402 151 395 383 406 184 519 404 526 3,370 6,634

321 130 366 373 339 132 486 313 486 2,946 5,792

4 3 4 4 4 3 5 4 5 36 72


